
演習問題6―1

中性子が、質量数Aの原子核によって散乱され
るとき、以下の問いに答えなさい。ただし、中性
子の散乱角度をθとする。

(1) 散乱後の中性子の速度が最大になる条件。

(2) 散乱後の中性子の速度が最小になる条件。

(3) 中性子が失うエネルギーの最大値。



演習問題６－１ 解答

散乱前後のエネルギー変化は、以下であるから、

(1) 散乱後の中性子の速度が最大になるのは

(2) 散乱後の中性子の速度が最小になるのは

(3) 中性子が失うエネルギーの最大値は
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演習問題６－２ 解答 (1/2)

2MeVの中性子が0.025eVに減速する場合に必要なレ
サジー増加は：

一回の衝突で得るレサジー増加を

とすると、何回の衝突で減速できるかは、以下の
式で求められる。

また、 であるから
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演習問題６－２ 解答 (2/2)

水素(A=1)の場合、 であるから、

重水素(A=2)の場合、 であるから、

ウラン235(A=235)の場合、 であるから、
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演習問題6-2

2MeVのエネルギーをもつ中性子が、以下
の原子核と衝突して0.025eVまで減速され
るためには何回の衝突をしなければならな
いか。

(1) 水素

(2) 重水素

(3) ウラン



演習問題6-3

年齢ゼロの中性子がA点で体系内に放出
されB点で年齢τに達したとする。この時
の年齢τを、距離ABによって表しなさい。



演習問題６－３ 解答 (1/2)

AB間の距離をr として、無限に広い媒質中に毎秒S 個の中性子を等方的に放
出する点源を考える。

点源を中心にした半径r、厚さdr の球殻内で年令τを通って減速する中性子
の数はq(r,τ)dV=4πr2q(r,τ)dr である。

源から放出された中性子がこの球殻内で年令τに達する確率をp(dr) とする
と、これはq(r,τ)dV/S で表される。また毎秒S個の中性子を放出する点源によ
る減速密度は

であるからこの式によって

となる。
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演習問題６－３ 解答 (2/2)

確率分布関数p(r) の2次モーメントを とかけば、これは次の積分によって
定義される。

②式を考慮すると、これは次のようになる。

ここで積分公式

を用いると④式から が得られる。したがって、
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